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産業廃棄物処理場の処理能力が限界に近づきつつある状況にありますので、関係各方面の皆
様には引き続き発生削減への取り組みにご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

当協組は持ち帰りコンクリートの発生削減の為に 2014 年 4 月以降、戻りコンの有償化制度
を導入し、その後も種々の削減対策を講じて参りましたが、以下のとおり残念ながら大幅な削
減効果には繋がっておらず、高い発生率が続いております。このような状況の中、当協組は本
年 4 月 1 日以降、残コン・戻りコン有償料金の大幅な引き上げを実施しております。 

（参考）2023 年度の全国平均発生率 1.78％、関東Ⅰ区平均発生率 2.45％ 

 東京都生コンクリート工業組合では例年、
東京都議会各会派に次年度の東京都予算等
に対する要望書を提出しております。 
 これに併せて 9 月 2 日に東京都議会自由民
主党並びに都議会公明党による令和 8 年度東
京都予算等に対する要望事項のヒアリング
が各々実施され、東京都工組の斎藤理事⾧を
始め、当協組の森理事⾧他、都内各協組の代
表が出席しております。 
 今回要望事項として提出したテーマは以
下のとおりです。 

(1)TOKYO 強靭化プロジェクトの着実な
執行について (重点要望事項) 

(2)建設 資材 価 格上 昇へ の対 応に つ いて 
(重点要望事項) 

(3)コンクリート舗装の採用について 
(4)暑中期の生コンクリートについて 

(5)持帰りコンクリートの削減について 
  

当協組が特に主張を求めた下記事項が前
述(1)と(2)の重点要望事項に盛り込まれてお
ります。 
①TOKYO 強靭化プロジェクトの各事業に

おける工事計画の具体化と工事予算の着実
な執行を更に推進されること。 
②東京都発注工事と同様に都内特別区発注

工事においてもスライド条項の適用促進の
為に東京都からの指導を強化頂きたいこと。
 当日は内容説明の後、各テーマに関する活
発な質疑応答を経てヒアリングは終了しま
した。 
 本会は毎年開催されており、生コンクリー
ト業界への理解を深めて貰う上で有益な機
会となっております。 

。 

近頃 TV で古い歌謡曲が流れる事
が増え、何でも今年は昭和 100 年と
いうことで昭和の名曲などが放送
されたそうです。終戦 80 年でもあ
って 8/9～15 前後にはいろいろな番
組もありましたが、ひねくれた私な
ぞは大正 114 年だから生年月日欄
から大正がじきに無くなりそう、な
どと考えてしまいました。 

そんな私は昭和 50 年生まれで、
今年 50 歳になりました。 
論語だと「五十にして天命を知る」
とありますが、天命どころかいまだ
日々の事であたふたしており、悟り
なぞとてもとても。 
人生の折り返し地点を過ぎてしま
った事をようやく自覚いたしまし
たが、これからやるべき事となると
会社や家庭以外だとさっぱり思い
つきません。 
かのカエサルが 39 歳の時に「私よ
り若いアレクサンドロスはすでに
あれほどの多くの民族の王となっ
ていたのに、自分はまだ何一つ華々
しいことを成し遂げていない」とア
レキサンダー大王の伝記を読んで
涙していたと言うエピソードがあ
ります。 
が、私なぞどちらも雲の上の話で、
「無為自然」と老荘思想をわざと曲
解し自己憐憫と言い訳にばかり頭
が働いてしまいます。 
天命らしきことすするのであれば、
今までの蓄積を世間様に還元する
のが本筋なのでしょう。 
けれども私にとっての蓄積とは、積
んだ模型、積ん読の書籍、そして多
少なりともある書痴癖ぐらいしか
ありません。 

リアルを伴わない紙上での知識 

 
 
にすぎませんが、還元するどころか
その知識を何のために使っている
のか？人様と比較して自分の立ち
位置を確認して安心するため、劣っ
ている事で脅かされるという意識
で内面が空疎だけじゃないかと自
問自答してしまいます。 
だから一貫して主張を持たず、過去
の発言との矛盾も辞さない。書いて
いて鬱になってきました。 

人間 50 年と聞くと、まず思い浮
かぶのは織田信⾧が好んで舞った
とされる『敦盛』ですが、あの「人
間五十年」とは寿命ではなく、人間
世界の 50 年は天界の最下層におけ
る一日にすぎない夢幻のようなも
のであり、人の世の時の流れの儚さ
についての説明です。信⾧も 49 年
の生涯だし、50 年半世紀という言葉
をどう捉えるかはもう少し時間を
掛けてみようかと思います。 

また言い訳になりますが、人生物
差しという言葉を思いつきました。
日本人の平均寿命は、明治時代は 40
歳台、戦前で 50 歳台、60 年代で 60
歳台と、だんだん伸びてきました。
幕末の偉人たちは 2~30 代で結果を
残しましたが、今の平均寿命に換算
すると、4~50 代になります。 
『ゾウの時間 ネズミの時間』とい
う本もありますが、業界的には 50 歳
と言うのはまだまだヒヨッ子でご
ざいます。 
言い訳と愛想笑いの 50 年と細川た
かしの「正調おそ松節」にもありま
すが、まだまだ頑張ってまいります。

（桐生レミコン㈱ 代表取締役） 

年度 
発生率の推移(%) 

過去の主な削減対策他 
残ｺﾝ 戻りｺﾝ 合計 

2013   3.9  

2014 2.4 0.7 3.1 2014 年 4 月～戻りコン有償化制度導入開始 (5,000 円/㎥) 

2015 2.5 0.5 3.0 東京・玉川・三多摩の 3 協組で「東京協組連」創設 

2019 3.2 0.7 3.9  

2020 2.3 0.6 2.9 ①2020 年 4 月～戻りコン有償料金引き上げ (5,000 円/㎥→10,000 円/㎥) 

②2020 年 10 月「無駄コンゼロ計画(リーフレット)」作成(東京協組連加入の

東京・玉川・三多摩の 3 協組連名) 

2021 2.3 0.7 3.3  

2022 2.6 0.9 3.5  

2023 2.5 0.9 3.4 2023 年 4 月～残コン有償化制度導入開始(戻りコンと同額の 10,000 円/㎥) 

2024 

 

2.6 

 

0.9 

 

3.5 

 

①2024 年 5 月 埼玉中央・東関東の 2 協組が「東京協組連」に加入 

②2024 年 6 月～残コン最終車両有償化適用 

2025 

4-6 月 

2.3 0.7 3.0 2025 年 4 月～残コン・戻りコン有償料金大幅引き上げ(10,000 円/㎥→35,000

円/㎥) 
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東京生協ニュ－ス：

坂本 誠馬

（さかもと せいま 小学６年生）

ぼくは、夏休みにマウンテンバイク
ジャーニーという姫路から江の島まで
マウンテンバイクで合計 1000ｋｍ以
上を走る旅に参加しました。 
各地方からこの旅に参加したいという
子が４人とスタッフ一人と主催者で旅
に出るというものです。 
お母さんが応募してくれて奇せき的に
も抽選に当たり参加できることになり
ました。 

スタートの姫路についてまず自己紹
介をし、自転車の乗り方、荷物のまとめ
方を教えてもらい出発しました。最初
はそんなに自転車で遠くまで行ったこ
とがなかったからきつかったけど、  

 
 
だんだん慣れていきました。 
⾧い坂や急な坂もたくさんあってきつ
かったけど、楽しいことがいっぱいあ
り、例えば三重県の日本一のせい流と
いわれている川で遊んだり、フリスビ
ーで遊んだり最高の思い出ができまし
た。 

ぼくはこの旅をきに、また旅をした
いという気持ちがあり、少ない小遣い
を頑張ってためてロードバイクを買い、
次は自分で 1000ｋｍの旅をしてみた
いです。 
（㈱トウザキ 坂本 由佳氏 三男） 

荒木 綾乃

（あらき あやの 小学３年生）

大野 凱晴

（おおの かいせい 小学3年生）

荒木 隆広

（あらき たかひろ 小学5年生）

荒川 結翔

（あらかわ ゆいと 小学4年生）

 この夏、ぼくは家族と一緒に出かけま
した。最初は多摩動物園に行くはずでし
たが、車で出かけた途中、スマホの地図
アプリで高速道路が混んでいるのを知
りました。そのため東武動物公園に行く
ことになりました。 
 ぼくは、一年生のころに生活科見学で
東武動物公園に行ったことがあるので
今回で二回目でした。東武動物公園に行
ったら、天気予報でこのあと雨予報なの
で悲しかったです。雨が止んで歩くのを
再開しました。そしてしばらく歩いてい

たらつかれたので、東武動物公園の東の
遊園地で少し休みました。そのあとまた
歩いて東武動物公園の西の動物園で動
物をみていたらまた雨が降って来て屋
根のあるところに急いで入りました。 
 生活科見学で見たところをまたみる
とあまり変わっていなくてあんしんし
ました。 
 次は多摩動物園に行きたいなと思い
ました。 
（横山産業㈱ 荒木 亮平氏 ⾧男） 

鶴見 紀奈

（つるみ きな 中学３年生）

 
 
 
 
今年も夏休みにジャンボ海水プールに行

き、メガアビス・超激流プール・トルネー
ドスライダーに乗りました。どれも非常に
人気のアトラクションで、1 つ乗るのに約
2 時間待ちましたが、実際に体験するとス 

リル満点で、待った甲斐があり本当に楽し
かったです。特に激しい流れや回転する感
覚は迫力があり、まるで別世界にいるよう
な感覚を味わえました。夏の暑さを忘れる
くらい夢中になり、乗り終わってからもし
ばらく余韻が残っていました。また機会が
あれば、もう一度訪れて、他のアトラクシ
ョンも楽しみたいと思います。 

（㈱トウザキ 鶴見 香奈恵氏 ⾧女） 

ぼくは夏休みに家族といっしょに
江戸川花火大会に行きました。 
 久しぶりに電車に乗りました。会場
の近くの駅は人が多くてびっくりし
ました。迷子にならないように気をつ
けながら歩きました。 
 川の近くに行くともっと人が多く、
ぼくはどんどん楽しみになってきて
早く始まらないかなと思いました。 
 「どん」と大きな音がひびくと空に
大きな花火が上がりました。色々な大

きさや色の花火がありました。その中
で富士の大仕かけがとても印象に残
っています。いっせいに花火が上がる
と地面からゆっくりと花火が山のよ
うに上がっていきカーテンのように
光りました。初めて見る形の花火でし
た。 
 来年もまた家族と一緒に花火大会
に行きたいとおもいました。 
（㈱内山アドバンス 

 荒川 竜輝氏 ⾧男） 

 
 
 
 
 
 
私は夏休み中でとくに心にのこった

思い出の一つが家ぞくでとうぶ動物公
園に行ったことです。私はようちえん
じの時に一回行きました。さいしょは
ホワイトタイガーを見ました。目つき
がキリッとしていてかっこよかったで
す。その後ギネス世界きろくにんてい
された世界一きょうぼうな鳥をみまし
た。そのほかにもフラミンゴやくま、ゾ
ウ、キリンなどがいました。その後ゆう
えんちエリアに行って、私と父でひこ
うきのアトラクションにのりました。
水でびしょびしょになります。さい 
しょはこわくて後から楽しくなります。 

 
 
もう一つの思い出が家ぞくでラウン

ドワンに行ったことです。私はボール
プールにはいれたので、たいはんはそ
こであそびました。ほかにもサッカー
やボウリング、たっきゅう、ボクシング
などがありました。サッカーでは十八
点とりました。ボールプールではボー
ルじゅうをつかってあそびました。中
でアイスとポテトを食べました。アイ
スはガトーショコラ味です。あまいの
にさっぱりとしていて食べやすい味で
した。ポテトはのりしお味です。のりは
歯にくっつきにくく、しかも重くない
ほどのりょうでした。ポテト自体は外
はサクッと中はふわっとしています。 

夏休み中 24 時間ずっと楽しかった
です。 
（横山産業㈱ 荒木 亮平氏 次女） 

、 

 
 
夏休みに大さかに行きました。一日目

は、つうてんかくと海遊かんに行ったあ
と、大さか・関西ばんぱくに行きました。
二日目は、むかしのばんぱくがひらかれた
ばんぱくきねん公園に行きました。 

いちばん心にのこったことは、ばんぱく
きねん公園です。そこでは巨大立体アスレ
チックめいろにちょうせんしました。少し
あつかったけど、さいごまでがんばりまし

た。たのしかったしおもしろかったです。
それから太ようのとうはすごく大きかった
です。しゃしんでは見たことがあったけれ
ど、じつぶつはすごく大きくてはくりょく
がありました。太ようのとうの顔を取りつ
けるこうじのやり方をえいぞうで見まし
た。すごいなと思いました。今回のばんぱ
くでもミャクミャクのとうがあればいいの
になと思いました。 
（関東宇部コンクリート工業㈱  

大野 貴嗣氏 ⾧男） 
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東京生協ニュ－ス：

阪川 あかり

（さかがわ あかり 小学4年生）

阪川 晃多

（さかがわ こうた ６歳）

荒木 理紗

（あらき りさ 中学１年生）

大野 美楽

（おおの みらく 中学3年生）

 
 
 
 
 
中学三年の夏休みは、塾と部活の予

定がびっしり入っていた。少ない休み
の日に、友達と出かけたことが、私に
とって大事な思い出だ。東京タワーに
推し活に行ったこと、映画を観に行っ
たこと、八景島シーパラダイスに行っ

たこと、プールに行ったこと。友達
も、幼稚園だけ一緒だった子、小学校
だけ一緒だった子、中学生になって仲
良くなった子など、様々だ。 
 あと七か月もすれば、それぞれの進
路に分かれていくと思う。でも、これ
からも、ずっと仲良くしていきたい大
切な友達だ。楽しい思い出を胸に、受
験もがんばりたいと思う。 
（関東宇部コンクリート工業㈱ 

大野 貴嗣氏 ⾧女） 

荒川 奏翔

（あらかわ かなと 小学２年生）

鶴見 朔士

（つるみ さくと 中学1年生）

お盆休みに家族五人で鈴鹿サーキッ
トに行きました。その日は、弟の「こ
うた」が六才の誕生日で、妹の「め
い」も七月に三才になったばかりで連
れてきてもらいました。中に入ると大
きなアドベンチャープールや遊園地が
あって、人も多くてびっくりしまし
た。最初はバイクに乗りました。本番
コースに入った時は、きんちょうして
あんまり前を向けなかったけど、なん
とか乗れているところをお父さんに写
真をとってもらいました。弟も別のと
ころで楽しそうにバイクに乗っていま

した。妹はお母さんといっしょに小さ
なバイクをこわそうに乗っていまし
た。次にジェットコースターに乗る
時、弟の身⾧がギリギリ 110 センチに
足りるかどうか心配しましたが乗れて
よかったです。あと気球にも乗ってみ
んなでゲームをしました。いろいろ遊
んだあと、夜ごはんはトンテキを食べ
ました。とてもおいしかったです。家
族みんなで楽しい一日でした。 
（東京トクヤマコンクリート㈱ 

佐藤 敬治氏 孫） 

ぼくのたんじょうびに、おとうさんとお
かあさんとおねえちゃんといもうとと、サ
ーキットにいきました。でこぼこしている
みちをバイクにのりました。おかあさんと
のりました。うまくのれたのでたのしかっ
たです。それから、ジェットコースターに
のって、上にのぼるときはおちそうでこわ
かったです。それから、たんじょうびのお
いわいでごはんとケーキをたべました。 
うれしかったです。 

（東京トクヤマコンクリート㈱  
佐藤 敬治氏 孫） 

 
 
 ぼくが夏休みで一ばん楽しかったこ
とは、かぞくであき川へ川あそびに行
ったことです。 
 川の水はきれいで川に入るととても
つめたかったです。 
 丸い石をたくさんさがして川の中に
ならべたら川の水がとまっておもしろ
かったです。 
 つぎにうきわにのって川のながれに
のりました。どんどんぼくが川の下の
方にながされていって少しこわかった

けど、きもちよくて何どもちょうせん
したらたのしくなりました。 
 みんなでバーベキューもしました。
いっぱいあそんだから、おにくがとて
もおいしかったです。たべているとき、
きいたことのないセミのなき声がきこ
えてきて、びっくりしました。 
 いろいろな川に行ってみたいなと思
いました。つぎの夏休みもまた川あそ
びに行きたいです。 
（㈱内山アドバンス 

荒川 竜輝氏 次男）

今年の夏休みは中学生になって初め
てであり 44 日間の夏休みでした。こ
の夏休みも色々な経験をしたので一つ
紹介します。それは家族とともに過ご
したことです。 

いつもともに過ごしていますが、夏
休みだからこそ甘えることができたり
出掛けたりすることができます。どう
しても時間の都合などにより話す機会
が少ないかもしれませんが、一緒にト
ランプをする、夏祭りに行くなど少し
だけでも⾧く過ごすと仲が深まるし楽 
しい思い出へと変化します。今年は 

 
 
ゲームより普段通りに過ごしたりする
ことが多かったけれど思い出として心
に残っています。 

私は⾧い夏休みの間様々な思い出が
できました。小学生の頃より充実した
夏休みを過ごすことができました。受
験生になったら遊ぶ時間が少なくなる
と思うのでそれまでにたくさん遊びた
いです。 
（横山産業㈱ 荒木 亮平氏 ⾧女） 

 
 
 
 
僕はこの夏休みに初めて友達と自転車でプ

ールに行きました。天気がとてもよく、風を感
じながら走るのは本当に気持ちよかったです。
しかし、暑さの中で自転車をこぐのはなかな
か大変で、プールに着くころには汗だくにな
っていました。そして、水に入ったとたんに疲
れと汗が吹き飛び、みんなではしゃぎながら
泳ぎました。中でも流れるプールがとても楽
しくて、何周もまわりながら大声で笑い合い
ました。流れるプールの時にみんなで浮き輪
を取り合って楽しい時間を過ごしました。 

スライダーはありませんでしたが、その分ゆ
ったりと泳いだり、話したりできました。 

帰り道もまた自転車で少し疲れましたが、
友達と話しながら帰ったので、あっという間
に時間が過ぎました。とてもいい思い出にな
ったので、またみんなで行きたいです。 

（㈱トウザキ 鶴見 香奈恵氏 ⾧男） 
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東京生協ニュ－ス：

前年比 前年実績比 前年比
大型 129,920 ㎥ 78.5% 170,000 ㎥ 88.8% 引合 190,060 ㎥ 127.4%
小型 16,302 ㎥ 77.1% 20,000 ㎥ 82.1% 成約 158,850 ㎥ 125.6%
計 146,222 ㎥ 78.3% 190,000 ㎥ 88.0% 契残 3,974,316 ㎥ 121.2%

（出荷数量） （引合、成約、契残）
８月（実績）９月（想定）８月（実績）

竹内 咲紅

（たけうち さく 小学５年生）

。 

鈴木 路乃

（すずき ろな 中学3年生）
わが社のじまん話

坂本 悠馬

（さかもと ゆうま 中学2年生）

東京エスオーシーとして自慢

話を持ち出すことは、なんとなく

むず痒い気持ちではありますが、

二つ上げさせていただきます。 

まず、一つ目は、芝浦工場から

見渡す眺めです。地上からの景色

は東西に生コン工場、南は清掃工

場ですが、岸壁からと骨材サイロ

上部から北側を望むとレインボ

ーブリッジが一望でき、晴れた日

の学生による工場見学では、説明

も上の空に風景ばかりを撮影し

ているほどです。また、プラント

の窓からは、品川ふ頭東側が一望

でき、遠くにはテレビ局、近くに

は品川港フェリーターミナルに

着岸する 16,000ｔクラスの内航

貨物船の往来が望めます。 

この眺めが手を休めた時の疲

れを癒すフレームになるのです

が、毎日見ていると何も感じない

従業員も少なくないようです。 

 二つ目は、この業界に古くから

おられる方には、またこの話か？

となるでしょうが、弊社の前身会

社である東京コンクリート工業

（株）が 1949 年 11 月墨田区押上

に日本初の生コン工場を設立さ

れたことです。1999 年 11 月に創

業より 50 年を数え、150Ｎの超高

強度コンクリート製の記念碑を

従業員で作り上げ、牛嶋神社の神

職により祝詞をあげていただき

50 周年記念式典を行いました。当

時の話も今では 25 年以上前の話

になってしまいますが、記念碑設

立から紆余曲折を経て、現在は東

京スカイツリーソラマチ広場東

側付近に「生コンクリート工場発

祥の地」として残されております

スカイツリー付近においでの際、

是非お立ち寄りいただければと

思い、自慢の一つとさせていただ

きます。 

私は中学三年生の受験生なので、この夏
は旅行などには行きませんでした。 
そのかわりに、楽しみにしていたイベント
に参加することにしました。 

友達と二人で電車に乗り、お台場で開催
された女優のハン・ソヒちゃんのファンミ
ーティングに行きました。 
会場では、ドラマの裏側のエピソードを直
接聞くことができ、とてもわくわくしまし
た。 
ソヒちゃんの素敵なダンスを間近で観てそ
の迫力に感動しました。 

 
 
 
 
またクイズ大会では会場全体が盛り上がり、
友達と一緒に笑いながら楽しい時間を過ご
しました。 
短い時間でしたが、受験勉強の合間の大切
な思い出となりました。 

この夏休みは、勉強とイベントの両方で
充実した時間を過ごせたと思います。 

（㈱トウザキ 鈴木 貴子氏 ⾧女） 

私は今年の 2 月から太鼓を習いはじめまし
た。 
最初は、いろいろ覚えないといけない事がいっ
ぱいあって、たいへんだったけど本番にでられ
るように、教えてもらった事をメモしたり、い
しきしながら、練習をしました。 

その成果がでたのか、花のさいてんにでられました。 
その時は、すごくきんちょうしたんですけど、練習の
時と同じようにやったら、上手に出来たのでよかった
です。 

今年の盆踊りでも、いっぱいたたけたし、メンバー
のみんなとも仲よくなれているので、すごく楽しいで
す。私が練習しているのは、きその部分なので、今よ
りもっと練習して、もっと上手になって他の練習にも
参加してみたいです。 

（㈱トウザキ 竹内 里子氏 ⾧女） 

大野 美怜

（おおの みれい 小学6年生）

 
 
 
私が夏休みで一番楽しかったことは、ミャ

クミャクがいる大阪・関西万博に行ったこと
です。予約できたパビリオンは三菱未来館で
す。三菱未来館の展示テーマは「いのち輝く地
球を未来につなぐ」としていました。命の始
まりは海です。海から陸に広がっていったこと
が映像でよくわかりました。そして、この命
の始まりはもう地球にはなく、地球の兄弟の

火星にあるかもしれないというのを見て、火 
星にあったらすごいなと思いました。映像の
中で案内をしてくれた「ナナ」と「ビビ」と 
いうキャラクターも、かわいかったです。 

万博の入り口付近にいたミャクミャクは、
とても大きくてびっくりしました。それに、
ミャクミャクのグッズばかり置いているお店
もあって、わくわくしました。初めての万博
はとっても楽しかったです。 
（関東宇部コンクリート工業㈱ 
          大野 貴嗣氏 次女） 

僕が夏休みに一番楽しかった思い出は
甲子園に行ったことです。 
今までプロ野球は何度も観戦したことが
あるけれど、高校生の野球は初めてなので
どんなプレーをするのかとても楽しみで
した。 

甲子園の中に入った瞬間、歓声と熱気が
とても凄くて驚きました。 

そして選手のプレーを見て、感動したこ
とがたくさんありました。 

どんな場面でも全力プレー、攻守交代時や
グラウンドでは常に全力疾走、最後まで諦
めない姿勢や強い気持ちです。 
そして何より印象的だったのが、ファイン
プレーをした時には相手のチームに関係
なく、球場全体が拍手をしていました。 

この日３試合を見てたくさんの事が勉
強になったので、今後の野球に活かしてい
きたいと思いました。 

（㈱トウザキ 坂本 由佳氏 次男） 


